
 

【第 1 問】 

問 1  ア：A  イ：B  ウ：D  エ：C    問 2  D    

問 3  B    問 4 壊変または崩壊       問 5 A 

【第 2 問】 

問 1 D   問 2 F    問 3 B   問 4 F    問 5 G 

【第 3 問】 

問 1 CaCO3 + 2HCl → CaCl2 + H2O +CO2 

問 2 D    問 3 (1) F  (2) F      問 4 D 

【第 4 問】 

問 1 D    問 2 C    問 3 E    問 4 ピクリン   問 5 E 

【第 5 問】 

問 1 B    問 2 B    問 3 D    問 4  

問 5 D 

 

 

 

【講評】 

昨年の⼀⽇⽬と同様に，全体的に解きやすい問題が多かったですが，⼤問１で，若⼲計算が⾯倒
な問題（同位体の存在率）があったり，⼤問５の合成⾼分⼦の問題では，ポリカーボネートなど教
科書には載っていない問題が出題されるなど⼾惑った受験⽣も多かったと思います。その辺を考慮
して，化学では⼀次合格ラインは 70％程度だと予想します。 
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